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ミュノレダ-)レの低開発国経済学批判

松 井 害
日

I 問題の出発点

スエーデンの経済学者ミュノレダーノレの名は，すでにわが国でも有名になって

し、る。教授の著作「国際経済」九 「経済理論と低開発地域J'lI福祉国家を越え

て」めなどは， わが国の学界でも紹介ずみである。わたくしがそれを改めてこ

こで取上げるのは，わたくしが現在おこないつつある低開発国経済学の批判的

研究の 1っとして，どうしてもミュノレダーノレの見解に触れないわけにはゆかな

いからである。 ミュノレダーノレの低開発園経済学を，わたくしは，かつて改良主

義の l種であると規定したぺ 本論 Cはその点を内容に即しながら，かっ詳細

に論証してみたいと思う。

ミュノレダ ノレは，まず現在の世界に存在する国際的不平等を卒直にみとめる。

少数の国の経済は高度に開発されており 1人当りの国民所得はきわめて高い。

とれらの国々は主として温帯地方に位置しており，丙ョーロりパの諸問，かつ

てイギリ只の植民地であったアメリカ合衆国，カナダ，オーストラリア，ニュ

ージーランドなどがそれである。これに対し非ソピエト世界の3以上は，低開

発国に属し，それらの国々の 1人当り国民所得はきわめて小さい。アジア，ア

フリカ，ラテン・アメリヵの大部分の園が，これに属する。

さらに注意すべきことは，すでに開発され工業化した国は，経済的に益々発

展しつつあるのに対し，いわゆる低開発国では，資本形成や投資は，その低い

所得に比較してさえ，一般にますます小さくなる傾向があれたえがたいよう
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3) G. Myrdal: Beyond the防'elfa仰 State，1959 
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な停滞が存在するということであるつ

ミュノレダ ノレは，この国際間の不平等壱，次のような形で一般化している o

(1) きわめて富祐な国の小集団と，極端に貧困な国のはるかに犬きな集団と

コウfある。

(2) 前岩の集問に属する同は，全体として，継続的な経済発展の型忙しっか

りとはまり込んでいるが，後者の集団においては，平均の進歩がより経慢

である。それは，多くの国が，平均所得水準に関するかぎり，停滞もしく

は後退さえからも脱出できないという不断の危険にさらされているからで

ある。

(3) したがって，大体において，最近数 10年間に， 開発国と低開発国との

間の経済的不平等はますます増大の一路をたどっている。

これらの一般的な事実とともに，さらにミュノレダーノレが，大切なこととして

指摘するのは，低開発国の国民が，その事実を自覚しはじめたことである。

(1) 低開発国の国民は，これらの巨大な国際聞の不平等と，それがひきつづ

いて増大する危険とをだんだんと意識するようになっている D

(2) これらの国民とその代弁者たちは，その貧困の一部を残りの世界，とり

わけ，富荷な国に負わせようとする傾向を示している。あるいは，彼らは

むしろ，他の国民はきわめて富払であり，またま1ます富祐となっている

に拘らず，白分たちをこのように貧困な状態においている世界経済体制に，

この不平等の原因をもとめている。

こうしてミュノレダーノレは，第 2次世界大戦後における民族の政治的独立と，

経済的自立の要求を指摘するのである。

かれはさらに進んで，従来の経済理論は，このような新しい事実壱説明する

のには，不適当であると論じている。い勺ぞう具体的fというならば，間際貿易

理論の研究は，それがし、かに周到なものであっても，いかにして国際閣の経済

的不平等が生れたか，なぜ不平等が増大する傾向にあるかについての充分な因

果的説明寺与えることができないと述ベている。その点について， ミュノレダー
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ノレはその著書の第 Z部で詳しく論じているが，一言でし、うならば，伝統的な理

論の諸前提が，いまや非現実的となってし、るのプある。例えば「安定的均衡」

は，このような非現実的な前提の 1つである。この「安定的均衡jは，その単

純な形態においては，あらゆる境乱は体系の内部に新しい均衡状態を復活させ

るこ左に向う反作用壱よぴおこすものであり，作用と反作用とはまったく同ー

の時間と空間においてぶつかり合うという考え壱示している。もう 1つの非現

実的前提は. I経済的要因j と「非経済的要因」の区別である。この点につい

てミェノレダーノレは，このような区別は，論理の観点からすれば無意味であれ

「意味ある要因」と「意味なき要因J. もしくは「意味多き要因」と「意味少

き要因」という区別におきかえられるべきものであるとのベでいる。

こうしてミムノレダーノレは，これまでの静態論的均衡論に不信を示し，彼独特

の動態論的接近の方法を明らかにしている。その際，国際聞の不平等は，圏内

の地域聞における不平等と異質のものでないとし，まず議論壱園内における不

平等の問題からはじめ，それから国際聞の不平等に進むという叙述の方法をと

っている。

E 地域聞の不平等

ミュノレダーノレはウィ Yスロウやヌノレグセによって明らかにされた「貧困の悪

循環」と hづ概念に言及じ，その陵味さを批判じて，より明確な「循環的なら

びに累積的囚果関係」の原理を打出している。循環的といっても，それは上方に

か，或いは下方にか向コて進む累積的な因果関係であり，之うした累積的過程

は，何らかの方法によっで規制しなければ，ますます不平等壱拡大するという

のである。さきにも言及されたように，ころした考え方かちするな ιぱ. I安

定的均衡Jとし、うのは誤った類推である。社会的過程と L、うものは，一ーたと

え循環的な仕方でその方向に向って動くとしても一ーなんらかの意味において

諸力の均衡の状態とよびうるような状況に向う方向にしたがうものであるとい

うこの概念の背後には，もうひとつのさらに基本的な仮定がある。それはある
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ひとつの変化はいつもきまって，その体系のなかに，大体において最初の変化

と反対の方向に動く変化の形態における反作用をひき起すということである。

累積的因果関係としづ観念は， それとは反対に， 正常の場合においては， 社

会体系における自動的自己a安定化に向うそのような傾向はないということであ

る。正常な場合においては，ある変化は平衡的な変化をひき起すのではなし

つねにそのような状態から背離する動きをとりている。ある変化は平衡的な変

化壱ひき起すのではなしむしろ反対に，最初の変化ト同じ上うな方向に，し

かし，さらに進んで，体系を動かすような促進的な変化をひき起す。そのよう

な循環的な因果関係のために，ある社会過程は累積的となれまたしばしば加

速度的な度合で速度壱早めるのである。

以上のようにミ品ノレダーノレは，伝統的な経済学の静態的な 「安定的均衡」

の概念を批判し，これに代って動態的な累積的過程の概念を打出している。問

題はそうした累積的過程の経済学的な論理であるが，のちに詳しく触れるよう

に， ミュノレダーノレの分析は，そのような概念が，経済学的論理をとびこえて，

たとえばアメリカの黒人問題のような具体的問題に直接入り込むのである。

アメリカの黒人問題という現実的な問題をふまえて， ミュノレダーノレは 1国内

における地域聞の経済的不平等への一般的傾向について言及している。ここで

有名な「逆流効果J(baじkwasheffect) および「波及効果J-(sprcad effect) の概

念が展開されることになる。場合によって下ったり上ったりするような同じ一

般的性質をもっ累積的効果は，ある社会もしくは地域の突易条件の変化 も

しもその変化が十分大であり，また持続的なものであるならば によっても，

主た実際，相互関連的な経済量，たとえば需要，収益力と所得，投資土生産の

大きな減少や増加各その効果としてもつような他のし、かなる変化によ勺てもひ

きおこされる n ミ1 ノレダ-1レのいわん止するキな中張は，市場における諸力の

働きは今くの場合，諸地域聞の不平等号減少させるよりはむしろ増大させる傾

向があるということである。もしも事態がなんらかの政府の干渉によってさま

たげられない市場諸力にゆだねられるならば，工業生産，金融，商業その他経済
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活動は，一定の地域や地方に定着し，その国の他の部分は多かれ少なかれ沈滞

状態に残される。 ミュノレダーノレによると，地域聞の移民，資本移動および貿易

は，それ自身としては地域聞の小平等への自然的傾向を相殺するものではない。

むしろ，それを通じて累積的過程が，幸運な地域では上方に，不運な地戚では

下方に進展する媒介である。すなわちそこには「逆流効果」が作用するのであ

る。この「逆流効果」は「経済外的」ならびに経済的なあらゆる要因の聞の循

環的因果関係の過程から生ずる企体力累積的効果にかかわる。

けれ Eも，この「逆流効果」に対して，経済的拡張の中心から他の地域に対

する拡張力のある種の「波及効果」もある。拡張の中心点をめぐる全地域が，

農産物のはけ口の増加によって利益をえ，そしてつねに技術的進歩の刺戟をう

けることは当然である。また中心地における成長産業に対する原料を生産する

のに好都合な条件をもっ，もっと遠隔な場所に対する他の方面の遠心的「波及

効果」もある。

このように「逆流効果」に対する「波及効果」はあるけれども，この「波及

効果」は，いかなる場合でも，均衡分析の仮定を確立するものではない。限界

的な場合においては 2つの種類の効果は互に均衡を保ち，ある地域は停滞的

となるであろう。しかしこのような均衡は安定的な均衡ではない。というのは，

諸力のいかなる変化もあるいは上昇的，あるいは下降的な累積運動をひき起す

からである。 ある国が， I波及効果」の強し、開発の高水準に達する場合には，

「逆流効果」の中和が経済開発に拍車をかけ， したがって累積過程におけるひ

とつの重要な要因となる。これに反して，低開発国の開発の平均した低水準の

弱し、一部は「波及効果Jが自動、とし寸事実である。これは多くの場合，貧困な

固における市場語力の自由な働きは，地域聞の不平等をつくり出し，またすで

に存在している不平等を増大せしめるようにますます有力に作用するというと

とを意味する。
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E 国家の役割

以上のことからミュノレダーノレは 2つの重要な結論をひき出している。

(1) 地域聞の不平等は，富佑な国よりも貧困な国においてはるかに大である

」と。

(2) 地域聞の不平等は宮祐な固において消滅しつつあるけれども，貧困な国

においてはその反対であること。

「波及効果Jは，それ向身が現実に到達古れた経済発展水準のひとつの岡数

であるから，富祐な固では強(，貧困な国では弱い。自由放任のもとにおいて

は，それは不平等をますます大きくし，増加させる傾向をもっ。富祐な国にお

いては. I波及効果」が概して「逆流効果Jより強しその結果，市場諸力の

作用のひとつの効果として，不平等が現実に減少することがあるo これがミー

ノレダーノレの考え方である。富祐国家における不平等減少のいま 1つの原因とし

てミュノレダーノレの考えるのは，それらの国が「福祉国家」に近づきつつあると

いう事実である。とれらの国においては，地域聞のより大なる平等を目指す国

家政策がとられてきた。 I逆流効果」壱もたらす市場効果は相殺され，一方，

「波及効果Jをもたらす市場諸力は助長された。とれに反して貧困な国におい

ては，そのような政策は比較的に少し市場諸力は自由な作用にまかされてい

た。そこでは通常「波及効果」が弱し、のであるから，市場諸力は地域聞の不平

等をつくり山すのに有効であった。

ミェノレダ ノレが「国家Jというとき，それは市場諸力に対するすべての組織

的干渉壱意味するように用いられている。国家の伝統的な役割は，主として，

不平等に向つての累積的過程を助長する手段として役立つととであった。

封建制度は，官者E土地を支配し，愚民に課税する権力壱握る権力者との巨犬

な結合であった。都市はその周囲の農業地域に対して，その「持権」号おしつけ

た。都市の商人や工業家は外部からの競争に対して自分自身壱保護した。都市に

おいては，富祐階級が貧困な階級に対して有効に自分自身壱保護した。主主商主義
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国ばかりでなく，さらにずっと以前の労働法規は，労働者に重荷を負わせていた。

これに反して古典学派の，はなはだしい反国家的・反組織的傾向は，その

時代においては，多分に「進歩的」な立場のものであった。彼等の全理論は，

「圧制国家Jとして特徴づけることができるような封建的国家に対する抗争に

よってつ〈りあげられていた。産業革命の初期の段階では，貧者に対して富者

を保護した「圧制国家」の諸規定の多くのものの崩壊をみた。

それでは低開発地域の経済開発政策は Eうであ弔うか。最も省困で最も非進

歩的な国においてさえ，ときには，不平等に向う傾向を相殺するための政策が国

家によっておこなわれることもある。民族国家は，その成立したもっとも古い

時代以来，ほとんどつねに一部分は民衆の要求に依存しており，したがってほと

んどつねに，地域聞の不平等への傾向に対してある程度の相殺力壱及ぼしてい

た。あらゆる民族国家は共通の用役を提供し，道路を作ったり，後進地域の技

術水準を高めたりする若干の責任を負っていた。けれどもこれらの政策は，い

まなお比較的貧困で停滞的な固においては，とくに弱かったりし，長い間，富

祐な地域の利益のために作られた他の政策によって優先されていたことが多か

ったo これらの低開発国において，どのような政策がとられるべきかのミュノレ

ダールの議論には，のちにふれることとし，現代少数の富祐固においてとられ

ている国家政策についてのミュルダーノレの考え方を一言でいうならば，つぎの

ようになる。これら少数の国が，個別的利害の調和に向フて接近を示している

としても，それは市場における自然的諸力によってもたらされる自然法，功利

主義および経済的均衡理論の古い調和ではない。それは組織化された社会によ

る政策干渉を通じてっくり出された「創造的調和」である。

おわりにさ~- }レダーノレは価格体制について一言している。このような国家に

おいては，価格は操縦される。ぞれは市場における諸力だけの結果だけではな

い。それはある意味における「政治的何格」であって，私的企業の規制活動に

依存するものである。民主主義国家における国家の干捗は，全体の結果を，民

主主義的政治過程から生ずる評価や目的に対応せしめるために，国家以外の干
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渉を規制し，相殺し，もしくは助長するように構成されている。このような制

度的外枠の内部においては，価格体制はその機能をいと伝む。 ミュノレダーノレに

よると，価格体制が機能し，しかもうま〈機能するのは，このような国家にお

いてである。以上みてきたように， ミュノレダーんの頭にあるのは，明らかに，

きわめて穏健な社会民主主義であzといえよう。

W 国際間の不平等

以上のべられた国内の地域聞の不平等に関するミ主ノレタ ノレの考え方は，国

際間の不平等にも関連をもっている。

園内の場合と同じように，貿易，資本移動および移民は，これまでの伝統的

経済理論がのベているような国際間の「波及効果」よりも「逆流効果」壱より

多くもたらす。国際貿易の拡大は，その工業が指導的な地位にあり，すでに周

囲の外部経済によって強化されているような先進国を力づけるが，低開発国は，

その僅かな工業，ことに小規模工業が，もしそれを保護しなければ，工業国から

の廉価な輸入品によって価格的に押し退けられるという危険につねにさらされ

ている。外部の世界との貿易上の接触がすすむにつれて，その文化全体が窮乏

化してきたような低開発国はいたるところに見出される。例えば，古くからの

手工業で有名なバグダッドの町では，昔ほどの技術壱要しないような様式を外

国からとり入れたほんの僅かの銀匠が生き残yているだけである。国際貿易の，

低開発国に対する主要な積極的効果は，実は，第 l次生産物の生産を促進する

こkであ司た。低開発国ではとの種の生産物が輸出の大半を占めている。しか

し彼らはしばしば，輸出市場の非弾力的な市場や，たいして急速に高まること

がない需要傾向や，過度の価格変動にぶつつかる。低開発国が富祐な国から与

えられる勧告や援幼は，今日でさえ，しばしば，輸出向の第 1次産品の生産を

増加することに向けられている。しかしミュルダーノレの見解によると，それが

たとい先進国の善意からのものであるとしても，長期的には合理的であると思

えない。合理的なことは，なによりもまず労働の供給価格をひき上げるように，
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大きな農業食糧部門や製造工業における生産力，所得，生活水準を高めること

である。このような方法は経済発展をもたらし，所得を増大せしめるであろう。

だが貿易自身はこのような発展に導くものではなし、。 それはむしろ 「逆流効

果」をもち，停滞干後退を支えている諸力を強める傾向をもっ。経済発展は，

世界共同体か，もしくは個々の低開発国かのいずれかの政策干渉によってひき

起されねばならないのである。

国際資本移動も，国際間の不平等号除去す呂のに頼りにならない。ミュノレダ

ーノレによると，資本はむしろ低開発国をさけることになるという。と〈に先進

国がますます急速に発展しており，資本家に十分の利潤壱保証する場合，それ

は事実となってあらわれる。先進国からの資本輸出がはじまった頃は，低開発

固に向けられる資本は，主として第 1次産品の生産にあてられていた。また植

民地政府の政治的支配によって保証された鉄道その他の事業に投下されたこと

もあった。けれどもヨーロヅパの資本輸出の多くは，ヨーロッパの移民が住む

ようになった温帯地方の広い土地に投下せられた。 けれども 1930年代以後，

国際資本市場が崩壊し，さらにその後投資家に保証をあたえていた植民地体制

が瓦壊した後では，国際資本移動は大いに阻害された。これは低開発国の資本

が不足している場合においてもそうなのである。むしろ現在においては，低開

発国からの資本逃避がかなり多い。

最後に国際労働移動は，たとえば低開発国と先進国との聞の，見るにたるほ

どの大規模の移動は殆んどないとい 2 てもよい。多〈の低開発届における人口

の圧力は，移民の導入を必要としないし，反対にこれらの固から移民が出てゆ

くのが当然である。

とのようにみてくるならば，困際貿易や国際資本移動の「逆流効果Jは，反

対に作用する「波及効果」が弱ければ自色、ほど，ますます不平等を大きくする

ごとになる。さらに法律，政治および一般に社会的習慣のちがし、や，言葉，基

本的な価値判断と信仰，生活水準のちがし、は，国境を園内のし、かなる境界線に

も宜して，拡張力の「波及効果Jに対するいっそう有効な障害たらしめる。
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低開発国の多くは最近にし、たるまで木国の権力の政治的支配のもとにおかれ

ていたし，いくつかの国はいまでもそうである。のみならず，植民地でなかっ

た低開発国の殆んど全部が，外国から経済的に支配されていたし，多くの国は

いまでもそうである。己的ように政治的・経済的に外国に支配されているとい

うととが，これらの国々の経済的発展をおく ιせ，国際貿易干資本移動の「波

及効果」を益々小さいものとする。

これらの植民地主義は，いまや崩壊の過程にある。しかしまだ植民地主義の

遺産は強固に残存している。貧困で後進的な国民が政治的に独立しても，政治

的独立ということは，その国が自動的に経済発展の軌道にのることを意味する

ものではない。その国は依然としでて自分たちを停滞ないし後退の状態に押しと

どめる累積的な社会過程に直面するであろう。新しい独立国家が賢明な国家計

画によって市場諸力の働きに干渉しない限り，国際的不平等は依然としてのこ

る。ここで注意すべきことは，もし世界国家というものが存在し，その賢明な

計画に上って市場諸力の働きに干渉することができるなら，国際的不平等の除

去に役立つということである。第2次世界大戦後そのような方向への粛芽がみ

られる。国際復興開発銀行や国連経済開発特別基金のようなものは，たといそ

の額は小さくとも，そうした万向への蘭芽とみられなくはないo けれども現在

のと ζ ろ，それらのJJは余りにも弱く，結局低開諸国は主として自分自身の力

に頼らねばなら血ことになる。

V 低開発国の民族主義的国家政策

低開発国は，新たにかちとった独立を利用して，意識的な政策干渉によって，

従来その影響の下に後進状態にあった市場過程の方向を，かなり大巾に変える

ことができる。もしも彼等がその政策努力壱賢明に計両し，効果的に遂行でき

るならば，そのような努力から高い収獲を予想することができ守る。けれどもミ

ーノレダーノレによると， これはきわめて大きな「もしも|である。いずれにじて

も，これらの国が独立でかちえた，もしくは目下かちえつつある政治的独すーは，
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貴重な財宝であるo それはこれらの国にみずからの利害を基準として，その生

活を組織する基準をあたえる。世界国家が欠如する場合には，彼らの生活は，

ひた1ら自国の経済水準を高め，世界の他の固とのいっそう大きな機会均等を

達成することに向けられるという意味において民族主義的とならざるをえないo

貧困な国であるこれらの固にとっては，白国の利益となzこと以外は，国際的な

問題を考慮する義務はない。しかし正しく健全な民族主義をひく場合にあては

まる単純な基準はある c ミュノレダーノレによると，低開発国は正しい判断を基礎

として，それ自身の経済福粧を高めると考えられるものなら，どのような措置を

とってもよいが，しかし，それは結局の効果が民族的に有益でないようなもので

あってはならない。また文化的には，それは全世界から学ぶことは当然である。

いまのところは， ミュノレダールによると，低開発国の聞の経済協力は殆んど

おこなわれていない。しかしそれらの国々の聞の連帯関係は次第に発展しつつ

あり，やがて歴史の 1つの大きな力となるであろう。外国の支配と搾取の記憶，

貧困と国際聞の不平等の強い自覚，機会均等の立場に立とうとする野心などを

共通にもっているのである。へーゲノレ的な言葉でいえば，国際的統合への道は，

国民的統合の道を通じて求められなければなら向。貧困な国における民族主義

政策の採用と，貧困闘の聞の協力の増加は，いっそう効果的な世界の国際的協

力の発展におけるひとつの必要な段階である。

ここで興味のあるのは， ミュノレダーノレが「道徳的要素」について言及してい

ることである。富祐で高度に発達した固においては，つねにいろいろの意見の

うちの 1つの意見として，反帝国主義の感情に対して同情心が存在する。さらに

興味のあることは， ミ"レダーノレが，反帝問主義や貧困国に対する同情は，富

祐国のほかのどこよりも，アメリカにおいて，はるかに強いといっていること

である。かれによるとアメリヵの同盟国の立場にある西欧諸国は，アメリカが

これらの諸国の植民地に対してとった態度に強い不満をもっている。オラ y ダ

はインドネシアの解放のかどでアメリカを非難した。インドネジアがオラ y ダ

に対する債務を拒否したとき，多くのオラソダ人は再びアメリカに責任がある
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と思った。というのは彼らは，新に解放された諸国に対するワジントンの政策

が，もっときびしかったならば，そうならなくて1んだと考えたからである。

またいろいろの機会に，プランスのジャーフリスト中政治家は，北アフリカの

アラピア人の反乱を煽動したというので，アメリヵとソビエトをかわるがわる

非難した U ミーノレグーノレはこのようにいうのである。しかしこれは余りにも表

雨的な見方である。第 2次世界大戦後，アメリヵが多くの植民地，従属国の解

放を助けているようにみえるのは，これまでの植民地主義者に代って，アメリ

カ帝国主義が新しい主人公になろうとしているだけのことである。アメリヵが

主体となっておこないつつある新植民地主義を，寛大であるとか道徳的である

とか見るミュノレダーノレはなんと幸福な人であろうか。

百 低開発国の圏内経済計画

低開発国のもっとも重要な変化は，それらの国のすべてが，それぞれ園内開

発計画をもつべきであるということを，共通に理解しはじめたことである。

そしてあらゆる国家計画の主要な目的は，その国の生産力の向上を目的とす

る総投資額を増加させるということを公表し，それをなしうる手段をきめるこ

とである。計画はこのような包括的な額壱定め，その上，いろいろな方面に配

分さるべき資本の割合壱きめねばならなし、。輸送や動力生産の全面的な施設の

増加，新工場の建設と重工業ならびに種々の軽工業のための機械の獲得，構i銃

計画への長期投資や道具，機械および肥料への短期投資による農業生産性水準

の向上，勤労者の保護，教育および訓練の水準の改善等々がそれである o

低開発国の場合，これらの前提として，どうしても土地改革が必要である。

土地改革については， ミュノレダーノレは次のようにのべている。土地改革は単に

農業の生産性を高めるための前提としてだけでなく，まず第 lに，停滞的な社

会の古い階級構造の基礎を揺がす手段としても，国内計画において重要ないみ

をもっている。保健や教育の分野における改革も，直接に農民の生産力を高め，

また同時に，合理的な動機がし、っそう重要な結果となるように個人や社会をつ
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くり直すという二重の目的をもっている。

貧困な固においては，その開発の初期的段階においては，先進圃において，

「社会保障事」という νッテノレによって知られてし、るような種類の再分配方策の

多くをやる余祐はほとんどない。いまは高度に発達している国でも，その初期

の段階におし、ては，社会保障はきわめてわずかしかなしまたこの種の平等政

策は， 1人当り平均所得の一般水準が，低開発国において近い将来に望みうる

額以上に高〈上った場合においてのみ重要な役割争演ずるの

次にミ ι ノレグ -Jレは，資本形成について論じている。消費からとり除けられ

る投資にあてられる国民所得の分前を強制的に高めることを除いては，経済開

発に至る道はない。これはきわめて厳格な政策をいみする。それは貯蓄の増加

が，工業の拡張に用いられる高い水準の利潤によって発生するか，それとも租

税の増徴によって生ずるか，ということとは全く無関係である。このような節

約は，今日の低開発固においては，いま高度に発達している固において，その

経済開発の初期の段階でそうであった以上に，はるかに困難な政策になる。そ

の理由は彼らが，ずっと甚しく貧困であり，また経済開発の目的は，人民大衆

の生活水準を高めることであるという新しいイデオロギーのためでもある。

さらにそれは民主的な政治形態がとられ，大衆に選挙権をあたえるかぎわ

いよいよ困難となる。けれどもミュノレダーノレは， このような困難をみとめつつ

も，やはり民主政治を支持するのである。そこにもまたかれの社会民主主義者

としての特徴がみられる。

つぎにミュノレダーノレは，計画が実質基準でなされねばなら白ことを強調して

いる u 計画さるべき投資の多くは，市場町観点からすれば収益的でない。との

ととは，いまは存在しないが，遠い将来に， おそら<5ヶ年計画か 10ヶ年計

画の向う側に，計画される諸産業のための外部経済をつ〈り出すことを主たる

目的とする場合の巨額の投資に当てはまるばかりではない。それは大部分の製

造工業への投資にもあてはまる。

これらの問題は，すべて市場基準では回答することができないし，また実際，



14 (250) 第 99巻第3号

それでは計画もたてられなし、。全体の累積的拡張過程は，具体的な投資計画と

その効果を基準としt設計されねばならない。その効果というのは，いろいろ

な部門や異った年度における種々の方面の生産額に対する，消費に対する，労

働者や自然資源に対する，保健，教育および労働の生産性等々に対する効果で

あるが，その場合，その体系のあらゆる要因の間の循環的・因果関係的相互作

用に主要な注意が集中されるo 計画はまた，その過程がほんとうにうまくゆき，

計画どおりに発展するととを保証するために，市場に適用さるべき具体的な国

家干渉を決定しなければならぬ。以上のようないみで，計画は実質基準でおこ

なわれねばならず，価格体制は経済計画に対する合理的基準をあたえないので

ある o もちろん価格体制のいろいろの要素ーーさらに詳しくし、えば，貨幣生産

費，物価および利潤率一一は，実際にはそれによって圏内計画が大部分し功、表

わされる基準を形づくる。それは計画の内部の細古川、比較の主要な手段をあた

える。事実，国内計画がめさ宇目標に向つての経済過程の方向の大部分は，価

格体系がそのもとに機能する条件の修正を通じての生産費，物価および利潤率

の変化によって影響をうけざるをえない。けれども，圏内計画の基準はまった

く価格体系の外部にある。経済計画には， I客観的」基準はない。計画とその

目標は結局においては，決断によって決定さるべきものであって，その決断は

いろいろな組合せの目標と手段の選択をいみする。これらの選択は政治過程に

よって決定される国民的開発目標を基準として到達される政策決断である。

四 ミュ J~ダーJ~の経済学

以上ミヨノレダーノレの偲開発国開発に関する見解をみてくると，その底には現

在国際間に存在する国際的不平等についての鋭し、認識が存在しているととがわ

かる。そういった観点にたつと，これまで国際貿易が国際問の不平等号緩和す

ると説いてきたプノレジ=ア貿易理論は， ミュノレダーノレにとっては， きわめて不

満足なものであるといわねばならぬ。

古典派四論は，諸国聞の労働や資本の移動は，生産要素価格の.じたがって
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また所得の平等化へ向つての発展をもたらすのに必要でないと考えていた。古

典学派の貿易理論は，主として，すべての生産要素の国際的な非移動性という

抽象的な仮定の上に発展したものであった。貿易それ白体が，価格関係ばかり

でなく，諸国における要素価格の漸進的かつ部分的な平等化に向う傾向をつく

り出したということは，すでに古典派理論の説明のなかにふ〈まれていたu

貿易の生産要素価格に対する平等化の影響に関するヘクシャー=オリ-:/の，

ローザyヌ学派型の一般均衡理論による古典派貿易理論の改造，およびその毘

解のいっそうの発展においては，貿易はますますはっきりと，生産要素移動に

対する代替物としてあらわれる。国際貿易の均衡化的・平等化効果に対して，

ますますはっきりと重点をおくことが，との新しい接近の主要な関心となった

のである。貿易は産業活動がし、ろいろな国における自然資源や人的資源の立地

に適応することを可能ならしめることが強調された。その結果は，労働や資本

の相対的欠乏はしだし、に格差が少な〈なるというのであるo

このようにしてわれわれは，最近の数 10年においては， 一方においては国

際聞の経済的不平等が増大しながら，国際貿易理論は，貿易は諸国聞の生産要

素価格や所得の漸進的な平等化をもたらす傾向をひきおこすものであるという

考えをますます強調する方向に発展したという不思議な事実をみるのである。

国際貿易理論は，なぜ，また，いかにして諸国聞の大きな経済的不平等が発

生したか，なぜそれが拡大する傾向にあるか，を説明するのに役立ちうるよう

な，合理的な仮説の体系をもっ論理をわれわれにあたえではくれない。周知の

ように，ヤコプ・バイナーは，戦後の有名な著書「国際貿易と経済発展J"に

おいて，低開発国の経済発展という野心的な問題にとりくんだが，そ己で用い

られている理論は依然として古典学派の伝統を脱することはできなかった。

国際貿易理論の，経済生活の事実からのこのような不思議な背離の理由壱追

及することは，ひとつの興味ある問題であ高。そのひとつの理由は，うたがし、

もなしこの理論は古典学派の遺産を忠実に守っていたということである。伝

5) J. Viner: Internatio岡 1T，畑出向d&四am~c De山 lopme叫. 1953 



16 (258) 第四巻第3号

統的な学説，および「利害調和」の観念とそのような理論構造の基礎に横たわ

ってし、る静態的仮定の体系は，他のどこよりも国際貿易理論において，より多

〈の活動の自由を与えられているのである。また国際貿易理論は，経済理論の

他のし、かなる分野にもまして i安定均衡」の仮定によって支配されている。

このような仮定の上にたった場合においてのみ，貿易は諸地域や諸国の聞の経

済的平等の増大をもたらすように作用する経済過程の要素をいみするのである円

国際貿易理論を，国際間の不平等の事実や，低開発国ならびに開発の動態的問

題から背離させるうえに， i安定均衡」の仮説と力を合わせたもうひとつの観

念がある。それは， i経済的」要因と「経済外的」要因との区別である。「経済

外的」要因というのは，古典派経済学者が，生産要素の「質」とか，したがっ

てまたいろいろな方面の生産の「効果」とかよぶものと関係がふかい。

すでにのべられたように，開発のためには，国家の経済計画と，その計画を

実施するための大規模な国家干渉がどうしても必要である。しかしこれらの認

識は，多くの場合，しぶしぶと与えられるだけである。乙の一般政策寺実施す

る段となると，こっそり自由放任論がすべりこんでくる。このことは，現状維

持に関する先進国の利益が危険に頻している外国貿易や決済の分野において特

にあてはまる。国際貿易理論や一般の経済理論は.大きな，そしてますます大

きくなる国際的不平等や，低開発の動態過程の現実を包括するようには発展し

なかヮた。

ミ品ノレダーノレは低開発および開発の一般理論を形成することの必要を強調す

るo そしてこの理論と国際貿易理論とを，たがし、に首尾一貫したものとすると

とは，きわめて困難ではあるが，しかし必要な仕事であるという。まことに当

を得た指摘である。

四 ミュ}~ダー}~の批判

ミュノレダーノレが，現在の世界に存在する国内の地域的不平等や，届際聞の不

平等をするどく指摘し，そうした不平等をとりのぞ〈上において，近代経済理
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論が，理論的lご全〈無力であるということを指摘す芯てんには，大きな共感を

おぼえる。実際できもしない低開発園の開発を，そらぞらしく説教する数多〈

の低開発国経済学のなかにあって， ミュノレダールの書物は，読後になにかすが

すがしい感じを与えてくれる。

近代経済理論は，低開発国の開発問題においてなぜ無力なのであろうか。ま

さにミュノレダーノレの指摘するように， I安定均衡j， I自由放任j， I利害の諒

和j，I経済的要因と経済外的要因の区別」とし、った近代経済理論のもつ諸前提

は，今日の社会ではも早時代遅れのものとなっているのである。 ミュノレダーノレ

は，それらの古くさい諸前提に代えて， I累積的因果関係j， I波及効果j，I逆

流効果」などの新しい諸前提を提起している。いうなればミュルダールは経済

学の古い諸前提をすてさり，彼なりの動態的な諸前提を提案しようとしている

のである。この志向もまた当を得たものといえよう。第 2次世界大戦後，近代

経済理論は，こぞって静学から動学への道壱たどりはじめ，低開発画経済学は，

まさにこの動学のひとつの適用部面にほかならないのである。国連その他ひろ

くもちいられているハロッド=ドーマ一方式も動学のひとつの適用であろう。

あの悪名たかい戸ストウの開発論もまた最とも手際のわるい動態論の上に立脚

している。

ロストウなどの悪質な開発論に上kべれば， ミュノレダーノレは，はるかに良心血せ

である n にもかかわらずロストウ理論のように良かれ悪しかれ現実的な力とな

わえないのはなぜであろうか。

なによりもまづ指摘しなければならなし、ことは， ミュノレダーノレの理論が，経

済学の論理壱もたないことである。地域的不平等や国際間の不平等を指摘する

のはよいけれど，そのような不平等がどうしてでてくるかの経済学的究明は，

彼の著書を通じて少しもみいだされなし、。

こうした不平等の経済学的な論理は，周知のようにマノレグス経済学のなかに

みいだされる。ところがミュノレダ-)レは，マノレグ月経済学については些細な問

題で二，三言及するにとどまれほとんど強い関心を示していない。これはf皮
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の祖国スェーデνを含む酉欧，および彼が多くの年月をそこで過したアメリカ

の学問的風土からすれば，あるいは当然であるかもしれない。近代経済理論の

伝統のなかで育ったミ F ルダール仁，マノレグス経済学の論理を求めzことは，

恐らく無理な注文であろう。けれども国際的不平等号鋭〈指摘し，近代経済理

論につよい不満壱示すミュノレタールは，彼自身は意識しないかもしれないが，

実はマルクス経済学の入口にまで到達しているのである。これまで何度も繰返

しわたくしが展開してきたようにペ 7 ノレグス経済学による国際貿易論や， 国

際資本移動論は，国内では資本と労働の，国際間では先進国と低開発固との利

害関係の対立面を明らかにする。もちろんこれらの経済交流には調和的作用も

ないではない。けれども同時に対立の面が強調されねばならない。むしろ資本

主義世界市場においては，この対立の面こそ本質的なのである。ミュノレターノレ

の言葉でいうならば「波及効果」よりもむしろ I逆流効果」の方が大きいので

ある。 ミュノレダーノレが無力であると非難する近代経済理論の I調和論」は，マ

ルクス経済学によって余すところなく論破されるのであるo 同じくミュノレダー

ノレの非難する「安定均衡」の概念も，マノレグ月経済学に土って粉砕されるので

ある。この概念は，たとえば，伝統的な「国際収支均衡」の理論に典型的にあ

らわれている。この問題も，わたくしが繰りかえし明らかにしてきたように，

資本主義のもとにおいては，園内の需要・供給と同様，国際収支は本質的に不

均衡なのであり， r均衡」はプノレジ宝 7経済学のめぎすはかない理想にすぎな

b 、。

資本主義の矛盾が低開発国に集中的に現われているとするならば，低開発国

の経済発展のためには，このような矛盾を除去することが必要となる。こうし

た矛盾を除去するものとして， ミみノレダーノレは I国家」ないし， r国家計画」

に甘い期待をよせている。そしてその内容は投資率の拡大，投資効率の向上，

農地改革の推進などである。しかし残念なことに， ミュノレダーノレは，し、かにし

てこれらの「国家計画」を推進するかについて具体的に言及していない。ここ

6) 松沖清「世界経済論体系」昭昨日 38年。
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でもまたミュノレターノレには経済学の論埋が欠けているのである。投資率の拡大

については当然消費をこえて投資にあてられる余剰の問題がでてくるし，これ

は農地改羊にも関連してくる。どのような形で余剰を拡大するかは，これまで

低開発国開発論のもっとも重要な問題めひとつであった。そしてこれはどのよ

うな性格の農地改草をおこなうかに大きく依存する。低開発国の多〈は，農村

人口が総人口の 70-800/0を占める農業同だからである。 投資効率の問題につ

いては，これもこれまでの低開発国経済学がL、ろいろ論じてきたように，重工

業優先か軽工業優先かの問題が決定的に重要である。

いうまでもなく農地改革や投資配分の問題は，国家の性格に大きく依存する。

モーリス・ドップがさまざまな著書で明らかにしているようにこの場合，その

国家が資本主義国か社会主義国かの制度的な問題が登場する。それはミ品ノレダ

ーノレのいうように，単に「市場諸力の関Jき」を促進するか，あるいは制限する

かというような甘い問題ではない。




